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NUMBER OF INSTITUTIONSAND CLIENTS
Number oflnst. Numberofclients





















6 11 5,874 5,556
14 28 2,024 2,374
1 7 18 47
0 2 0 9
0 2 0 26
0 1 0 5
3 1 625 54
3 18 83 298
0 5 0 107
1 32 15 656
26 19 612 365
54 126 9,251 9,497
19 72 1,150 3,734
5 51 177 880
3 50 85 2,764
0 3 0 152
27 176 1,412 7,530



















































































ROOMSAND BEDS BY SIZE OF THE RO(凪4S
February, 1971




















































































著 者 略 歴
N.E.BANK･MIKKELSENは1919年にデンマ
ークに生まれた｡彼は1944年にコベン--ゲソ大
学で法律学の学位を得た｡1944-45年にかけて彼
はレジスタンスに参加した01946年にはデソマ-
ク社会福祉省 (局)SocialAfairに入り,ついで
1950年に知恵おくれの施設に入り,1959年に長と
なった｡彼の指導のもとに施設は6倍にも成長し
た｡Bank-Mikkelsen氏は精力的に講演･相談活動
を世界各国でおこない,1968年には氏の計画を発
展させたという業績を認められて,ケネディ基金
賞を うけた｡1971年か ら社会福祉局National
BoardofSocialServiceの障害者保護 リ-ビリ
チ-ショソ部門の長をつとめている｡
訳者あとがき
この翻訳は訳者が27才のときのもので,翻訳と
いうものを行った最初である｡この原本を,実際
にミケルセン氏に会ってこられた,四国学院大学
教授中園康夫先生に紹介され,翻訳することを勧
められた｡
一読して,障害者に対する見方,施設への政策
など,我国とは全くちがっているのに,非常に感
激したことを,今でもよく憶えている｡そして,
障害者を社会から排除するのではなく,社会の中
に参加させていこうという｢ノーマリゼイショソ｣
の考え方が,にわかに我国に板づくとは思えなか
ったが,その考え方だけでも紹介できればと思い,
きっそく夏休みを利用して一気に完成させてしま
った｡
このように勢いづいて訳せたのはミケルセン氏
の経歴の中に,レジスタンスの闘士であったとい
う一行があったことへの,その当時の共感に負う
ところが大きい｡レジスタンスの闘士とソーシャ
ル･ワーカーというイメージが,一人の人の中に
統合されていることに共感 してしまったのだっ
た｡やはり北欧の福祉は闘いとられたものなの
だ.′ 慈善事業などではないのだと思った｡
デンマークというのはあの人魚姫のアンデルセ
ンを生んだ国である｡アンデルセンには ｢マッチ
売りの少女｣という作品もある｡あのような貧し
さがあったからこそ,ともに分かち合うという福
祉の思想が生まれてきたのではないかと考えた｡
シチズン(-市民)というコトバがたくさんで
てくるが,デンマーク人のいうシチズンは我々が
市民というのとはだいぶちがっているのではない
かと思った｡市民というそらぞらしいコトバでは
なく,例えは,お互い日本人じゃないかといった
ような情緒的な結びつきのニュアンスまでも重ね
合わせることのできる,歴史をもったコトバなの
ではなかろうか? だから,彼らにとっては,障
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害者がシチズソでないなどということは許せない
ことなのであろう｡
このようなわけで,ほとんど一気に訳してしま
った｡この原本は,他のデンマークやスウェーデ
ンの論文といっしょにして,中園先生の編訳で出
版される予定であったが,諸々の事情により日の
目をみなかった｡
そこで,訳者の一編だけでも紹介したいと思い,
紀要にのせていただくことにした｡掲載を許可し
ていただいた編集委員会の先生方に感謝するとと
もに,翻訳をすすめて下さった中園康夫先生に深
謝する次第である｡
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